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32 0

12 10 0 0 22

　【　第22回男子ジュニア世界選手権　】

2017年7月15日～7月28日　スペイン・ヴィーゴ

試　合　結　果　報　告

ＪＡＰＡＮ vs スロベニア

12 １ｓｔ 16

10 ２nd 13

　予選ラウンド2戦目の相手は、昨年のヨーロッパ予選
を1位で通過したスロベニア。今大会の優勝候補に挑
む日本の先発メンバーは、左ウイングから矢野、川
崎、末岡、徳田、櫻井、高野、GK高橋。
　開始90秒に先制点を許すが、5分に高野のポスト
シュートで1－1に追いつくと、その後は落ち着いたセッ
トオフェンスと素早いバックチェックでスロベニアにくら
いつく。とりわけ、開始6分からは、磯田をポストに入
れる7人攻撃が機能し、末岡が連続して7mスローを獲
得し、自ら得点する。
　その流れで、開始20分までは10－10の互角の戦い
を見せることができていたが、2分間退場している間に
スロベニアに連続得点を許し、12－16の4点ビハイン
ドで前半が終了する。
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22 TOTAL 29

個人得点 戦況

NAME

髙野　颯太

末岡　拓美

大杉　拓巳

磯田　健太

青　雅俊

露木　涼

服部　將成

徳田　廉之介

藤田　龍雅

矢野　世人

櫻井　睦哉

TOTAL

報告記入者　： 船木　浩斗

　後半に入ると、日本の6-0ＤＦが機能する。センター
ＤＦ、ハーフＤＦ、サイドＤＦの連動した動きで、相手の
BP陣にプレッシャーを掛けると、GK中村がビッグセー
ブを連発、後半残り10分までは、19－23と相手のリー
ドを4点に抑える。
　そこから何とか追いつきたいところであったが、セッ
トオフェンスでのパスミスやシュートミスを連続した間
に3連続得点を許し、22-29で敗戦となった。
　次のチュニジア戦の勝利を全員の力で勝ち取り、ク
オーターファイナル出場を引き寄せたいところ。

朝野　翔一朗

中村　翼

高橋　海

川﨑　駿


